
令 和 5年 度 事 業 報 告

(令不日5年 4月 1日 令不日6年 3月 31日 )

はじめに

令和 5年度はコロナの第 5類への移行に伴い、協会においてもコロナ前に近い形で事業

展開を図ることができました。一方、近年の少子化傾向に加え、令和 2年初頭からのコロナ

禍の影響もあいまって、全国的に出生数の減少が続いています。兵庫県においても令和 5年

の出生数は 34,019人と前年から 860人減 り、減少傾向が続いています。

このような少子社会の進行や、こどもの人権尊重に対応するため、国においては令和 5年

4月 にこども基本法が施行され、同年 12月 には 「こども大綱」や 「幼児期までのこどもの

育ちに係る基本的なビジョン」が閣議決定されるとともに、「こども未来戦略」に基づいて

「こども誰でも通園制度」など保育所や認定こども園が今以上に地域の中で必要とされる施

設となるための施策が進められようとしています。

当協会としては、国等から発信 されるこれらの情報をくWEBも活用 しながらいち早く各
会員園へ届けるなど、次年度以降も引き続き会員園の要望に応えられるよう取 り組んでまい

ります。

また、ほいく―る (兵庫県保育士・保育所支援センター)では、保育士の復職支援策とし

てより効果的な情報提供を行 うため、求職・求人システムの刷新を行い、退職者も登録可能

とするなど、保育現場の永続的な人材確保の支援に取 り組んでいます。更にほいく―るの知

名度と質の向上を目指し、各支部・各部会・各委員会とも連携 し、人材確保対策を支援 して

まいります。

最後に、兵庫県においては都市部での待機児童の解消もさることながら、今後ますます進

んでいくであろう少子化による人口減少に対して、どのような保育の在 り方が求められるの

か、これからの各支部、各園個別の喫緊の課題について共有 してまいります。



I 子育て家庭への支援事業
1 乳児及び幼児の保育に関する普及啓発事業
(1)兵庫県保育大会
内   容 次代を担う子ども達の健全育成と地域に根ざしたイ呆育所及び認定こど

も園づくりを進め兵庫の保育の質的向上、発展と普及啓発を目指し次

のとおり保育大会を開催した。

主   催 兵庫県、丹波篠山市、兵庫県社会福祉協議会、兵庫県保育協会
実 施 日 10月 28日 (土 )
実施場所 丹波篠山市立田園交響ホール

参加 人数 409名

① 倉J意工夫作品表彰 (知事表彰)

I類 絵本・童話・紙芝居 。人形朦llの部
最優秀賞 紙芝居  にしき保育園 (丹波篠山市)
優 秀 賞 絵 本  前川ゆり子 (富山こども園/丹波篠山市)

Ⅱ類 手作り玩具・遊具の部
最優秀賞 玩 具  認定こども園ささやまこども園 (丹波篠山市)
優 秀 賞 玩 具  認定こども園かすが花の子園 (丹波市)

玩 具  今日保育園 (丹波篠山市)
遊 具  たかしろ保育園 (丹波篠山市)

② 倉J意工夫保育賞 (知事表彰)

認定こども園あそびの丘 (たつの市)

認定こども園童和こども園 (養父市)

③ 兵庫県保育協会会長表彰 (永年勤続表彰)

40年表彰 糸田山敦子  他 19名
30年表彰 】ヒ尾千代子 他 68名
20年表彰 上山麻美  他 160名
10年表彰 林 裕美  他 319名

④ 記念講演
「子どもの歌が教えてくれる～わすれがちなこと。たいせつなこと」

佛教大学 教授 高見仁志氏
⑤ アトラクション

丹波篠山楽空間

(2)広報誌の発行
子育て家庭に役立つ情報や法人の活動状況等の情報提供及び乳幼児保育に関する

知識等の普及を行うため広報誌「てとて」及び「兵庫の保育」を発行した。

配 布 先  会員施設とその保護者、保育士養成校、各関係行政機関、関係
福祉団体及び希望する一般県民

配布部数  「てとて」年 2回 春夏号 18,000部・秋冬号 18,000部
「兵庫の保育」年 2回 9月 1,050部 。1月 号 1,050部



(3)イ ンターネットによる広報活動
ホームページに協会主催のイベント事業や研修会等の情報を掲示し、保育に関する

知識の普及活動に努めた。

(4)よ い子ネットによる情報発信

協会と会員施設及び保護者を結ぶネットワーク通信「よい子ネット」を活用し、イ

ベント等の子育てに関する情報を発信した。

Ⅱ 保育者の養成及び資質向上事業
1 研修事業の実施
各種研修を通 して保育に携わる者の養成と資質向上を図り、よりよい子育て環境を

実現するため次のとおり研修会等を開催 した。

(1)新規採用内定者研修会
実 施 日 3月 5日 (火 )

実施会場 兵庫県福社センター、オンライン

参加人数 214名

参 力日費 1,000円

テーマ①  「新任保育士・保育教諭 としての心構え」
講  師 株式会社こども保育環境研究所

保育事業統括本部長 斎木里奈氏
テーマ②  「社会人としてのビジネスマナー」
講  師 一般社団法人 日本マナーO」Tイ ンス トラクター協会

O」Tイ ンス トラクター 宇野山康代氏
テーマ③  「保育士・保育教諭の役割と求められること～ようこそ !保育の世界

へ～」

講  師 認定こども園あけぼの愛育保育園 園長 北野久美氏
(2)新任保育士フォローアップ研修会
実 施 日 6月 1日 (木 )

実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン

参加人数 127名

参 力日費 1,000円

テ ー マ  「楽しく仕事をするために」
講  師 千葉大学 総合安全衛生管理機構 カウンセラー 大竹直子氏
(3)保 育 士 フォ ロー ア ップ研 修 会 (キャリアアップ研修の保護者支援・子育て支援研修として実施)

実 施  日 7月 27 日 (木 )

実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン

参加人数 189名

参 力日費 1,000円

テ ー マ  「保育カウンセ リングに学ぶ、保護者支援・子育て支援」
講  師 千葉大学 総合安全衛生管理機構 カウンセラー 大竹直子氏



(4)中堅保育士研修会 (キャリアアップ研修のマネジメント研修として実施)
実 施 日 2月 6日 (火 )

実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン

参力日人数 151名

参 力日費 1,000円

テ ー マ  「組織と協働性について～後輩のモデルとなる中堅保育士を目指して～」
講  師 神戸女子短期大学 教授 川村高弘氏
(5)主イ壬保育 と研修会 (キャリアアップ研修のマネジメント研修として実施)
実 施 日 11月 20日 (月 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン

参加人数 121名

参 力日費 1,000円

テ ー マ  「主任保育士としての役割と責任～仲間との共育ち、共育て～」
講  師 認定こども園あけばの愛育保育園 園長 北野久美氏
(6)兵庫県保育士等キャリアアップ研修
①乳児保育研修会

ア.実 施 日 11月 13日 (月 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参加人数 203名
参 力日費 1,000円

テ ー マ 「乳幼児期の生活・遊びの課題を踏まえた乳児保育のあり方」

講  師 武庫川女子大学 准教授 大和晴行氏
イ。実 施 日 2月 20日 (火 )
実施会場 兵庫県福祉センター
参加人数 65名
参 力日費 1,000円

テ ー マ 「乳児期の発達の魅力をとらえた保育・子育て～子どもたちの “言

葉にならない言葉"を受けとめる～」

講  師 京都大学国際高等教育院 准教授 田中真介氏
②幼児教育研修会

ア.実 施 日 8月 30日 (水 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参加人数 203名
容 力日費 19000円

テ ー マ  「平L幼児の学びを支える保育計画の作成と保育評価の展開」
講  師 兵庫教育大学 准教授 飯野祐樹氏

イ,実 施 日 12月 4日 (月 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参力日人数 189名



参 力日費 1,000円

テ ー マ  「幼児期から児童期への学びと育ち、連携と接続について」
講  師 鳴門教育大学大学院 教授 木下光二氏
ウ.実 施 日 1月 22日 (月 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参加人数 215名
か 力日費 1,000円

テ ー マ  「主体的に学ぶ子どもたちを育てる保育を考える～環境、計画、
記録と小学校への接続～」

講  師 兵庫教育大学 准教授 鈴木正敏氏
③障害児保育研修会

ア.実 施 口 6月 9日 (金 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参加人数 117名

容 力日費 1,000円

テ ー マ 「障害のある子どもの理解、障害があることを具体的にどう捉える

か、障害児保育の指導計画記録および評価、保護者に寄り添つた支

援」

講 師 兵庫大学 教授 田邊哲雄氏
イ.実 施 日 8月 25日 (金 )
実施会場 オンライン
参加人数 192名

参 力日費 1,000円

テ ー マ 「保育で悩んだときにたち返 りたい発達理解～気になる子や障害

児の支援～」

講  師 神戸大学大学院 教授 木下孝司氏
ウ。実 施 日 9月 4日 (月 )

実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参力日人数 194名

参 力日費 1,000円

テ ー マ 「配慮の必要な子どもの保育～乳幼児期の発達を踏まえて～」

講  師 兵庫教育大学 教授 石野秀明氏
④食育・アレルギー対応研修会

ア.実 施 日 10月 20日 (金 )
実施会場 のじぎく会館
参加人数 91名
参 力日費 1,000円

テ ー マ  「子どもの健康と健やかな成長を食の視点から考える」
講  師 関西福祉大学 教授 廣陽子氏



イ。実 施 日 11月 29日 (水 )
実施会場  兵庫県福祉センター、オンライン
黍加人数  216名
参 力日費  1,000円
テーマ① 「保育所におけるアレルギー対応ガイ ドラインについて～食物ア

レルギーヘの対応を中心に～」

講  師 兵庫県立尼崎総合医療センター 栄養管理部栄養管理課
主査 。管理栄養士 鳥井隆志氏

テーマ② 「保育所における適切な食物アレルギー・アナフィラキシー対応」
講  師  神戸市立医療センター中央市民病院 小児科医長 岡藤郁夫氏
ウ,実 施 日 1月 29日 (月 )
実施会場  兵庫県福祉センター、オンライン
参力日人数  221名
参 力日費  1,000円
テ ー マ 「栄養に関する基礎知識」
講  師  相模女子大学 教授 堤ちはる氏

工.実 施 日 2月 7日 (水 )
実施会場  兵庫県福祉センター、オンライン
参加人数  173名
参 力日費  1,000円
テ ー マ 「食育計画の作成 と活用」「保育所における食事の提供ガイ ドライ

ン」

講  師  相模女子大学 教授 堤ちはる氏
⑤保護者支援 。子育て支援研修会

ア.実 施 日 10月 13日 (金 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参力日人数 199名

参 力日費 1,000円

テ ー マ 「保育ゾーシャルワークのすすめ」

講  師 兵庫大学 教授 田邊哲雄氏
イ.実 加二日 12月 18日 (月 )
実施会場 兵庫県福祉センター、オンライン
参力日人数 226名
参 力日費 1,000円

テ ー マ 「保護者支援 。子育て支援の方法と技術」

講  師 武庫川女子大学 教授 鶴宏史氏
⑥副主任保育士マネジメン ト研修会

実 施 日 11月 6日 (月 )
実施会場 兵庫県福祉センター



参力日人数 87名
参 力日費 1,000円

テ ー マ  「保育の質を高めるチームづくり」
講  師 和洋女子大学 教授 矢藤誠慈郎氏
(7)施設長等研修会
ア.実 施 日 2月 19日 (月 )
実施会場 六甲荘、オンライン
参加人数 184名
テ ー マ 「不適切保育について」
講  師 東洋大学大学院 教授 高山静子氏

イ.実 施 日 12月 1日 (金 )
実施会場 ANAク ラウンプラザホテル神戸
参加人数 119名
テーマ①  「働くことが楽しい園づくり」
講  師 東京大学 名誉教授 汐見稔幸氏
テーマ②  「保育情勢報告」
講  師 公益社団法人全国私立保育連盟 常務理事 高谷俊英氏
(8)会計セミナー
~夫
施 日  12月 4日 (月 )
実施会場  兵庫県民会館
参加人数  31名
テ ー マ  「決算書から見る今後の法人運営について」
講  師  田中正明税理士・行政書士事務所 所長 田中正明氏
(9)人権意識の向上を目指 した研修会
実 施 口 9月 19日 (火 )
実施会場  兵庫県福祉センター
参加人数  47名
テ ー マ  「子どもを尊重する保育のために～保育の本質、適切な保育とは」
講  師  認定こども園あけばの愛育保育園 園長 北野久美氏
(10)職場充実研修会
実 施 日 2月 28日 (水 )
実施会場  兵庫県福祉センター・オンライン
参加人数  102名

「保育の動向について」

公益社団法人全国私立保育連盟 常務理事 高谷俊英氏
「認定こども園の経営に必要な加算等の知識と現状分析について」

株式会社福祉総研 代表取締役 。上席研究員 松本和也氏
保育・教育施設 経営コンサルタント 柳修二氏
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(11)管理職等研修会
実 施 日 3月 4日 (月 )
実施会場  オンライン
参加人数  136名
テ ー マ  「扶養 ?それとも社会録険力日入 ?園長先生のマネジメン トの役割」

人財総研 特定社会保険労務士 安岡知子氏
「園と職員がともに成長するための事故評価のあり方と活用方法」

株式会社カタグルマ 代表取締役社長 大嶽広展氏
「施設監査 (チェックリス ト)について」
兵庫県福祉部こども政策課こども育成班 主幹 溝畑理恵子氏
「兵庫県保育協会の組織紹介」

兵庫県保育協会 会長 伊達恵一氏
らの時代、保護者に選ばれる園になるための研修セミナー

2月 15日 (木 )

実施会場 のじぎく会館
参力日人数  41名
テ ー マ  「人口減少時代における保育の方向性を考える

～多機能化・子育て支援・保育の職場環境改革～」

講  師 社会保険労務士法人ワーク・イノベーション 代表 菊池加奈子氏
(13)地区研修会
【西播磨地区】

実 施 日 ■ 月 4日 (土)他
実施会場 たつの市福社会館
参加人数  312名
テ ー マ  「食物アレルギーとアナフィラキシーヘの封応について」
講  師  神崎総合病院 小児科診療部長 矢橋良嗣氏
【但馬地区】

実 施 日 12月 2日 (土 )
実施会場 養父ビバホール
参加人数 200名
テ ー マ  障害児保育
講  師  元常葉大学保健医療学部作業療法学科 教授 野籐弘幸氏
【淡路地区】

実 施 日 ■ 月 6日 (月 )他
実施会場 千草こども園他
参加人数 50名
テ ー マ  落葉を使つた造形遊び
講  師  三田市有馬富士自然学習センターコミュニケーター 山中詩子氏



(14)認定こども園園長等研修会
1日 目 実施 日 :8月 19日 (土 )

実施会場 :神戸ポー トピアホテル 参加人数 :160名
基調講演 「こどもまんなか社会の実現に向けて」
講  師  こども家庭庁政務官 自見はなこ氏
基調講演 「子どもの人権と不適切な保育について」
講  師 関西大学 教授 山縣文治氏
幼保情報交換会

「すべての子どもへの質の高い保育を提供するために、工夫してい

ること、課題 と感 じていること」

コーディネーター 神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
2日 目 実施 日 :9月 13日 (水 )

実施会場 :神戸ポー トピアホテル 参加人数 :143名
科 目① 「こども園の原理 1」
講  師 玉川大学 教授 大豆生田啓友氏
科 目② 「乳幼児教育の内容と方法 1」
講  師 大阪総合保育大学 。大阪総合保育大学大学院

特任教授 神長美津子氏
科 目③ 「経営と組織マネジメント1」
講  師 名寄市立大学 特命教授 猪熊弘子氏
3日 目 実施日:9月 22日 (金 )
実施会場 :ラ ンセホ~ル 参力日人数 :120名
目①「発達理解と援助」

師 兵庫教育大学 教授 石野秀明氏
目② 「家庭・地域との連携 2」
師 関西学院大学 教授 橋本真紀氏
目③ 「平L幼児教育の方法と技術」
師 湘南ケアアンドエデュケーション研究所 所長
実施日:10月 5日 (木 )

実施会場 :ラ ッセホール 参加人数 :127名

増田まゆみ氏

①「乳幼児教育の原理」

師 東京大学 名誉教授 汐見稔幸氏
② 「乳幼児教育の内容と方法 2」
師 大阪総合保育大学大学院 特任教授 阿部和子氏
③ 「保育者の専門性」
師 白梅学園大学大学院 名誉教授 無藤隆氏
実施日:m月 9日 (木 )
実施会場 :神戸ポートピアホテル 参加人数 :137名
① 「ノlヽ学校との接続」
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目
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講  師 神戸大学附属幼稚園 副園長 田中孝尚氏
科 目② 「カリキュラム・マネジメント」

講  師 奈良教育大学 教授 廣瀬聡弥氏
科 目③ 「家庭 。地域との連携 1」
講  師 神戸大学大学院 准教授 中谷奈津子氏
6日 目 実施口:12月 13日 (水 )
実施会場 :ラ ッセホール 参加人数 :134名
「保育の質の維持・向上」

認定こども園あけぼの愛育保育園 園長
「経営と組織マネジメント2」

和洋女子大学 教授 矢藤誠慈郎氏
法令遵守等

兵庫県福祉部こども政策課

省察と評価

神戸大学大学院 教授 北野幸子氏

北野久美氏

(15)主幹保育教諭等研修会
実施日:8月 3日 (木 )

実施会場 :オンライン 参加人数 :255名
科 目① 「組織マネジメント」

講  師 名寄市立大学 特命教授 猪熊弘子
科 目② 「カリキュラム・マネジメント」
講  師 和洋女子大学 教授 矢藤誠慈郎氏
科 目③ 「認定こども園の原理」

講  師 白梅学園大学大学院 名誉教授 無藤隆氏
科 目④ 「省察と評価 (研修のまとめ)」

講  師 神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
(16)実習指導担当者育成研修会
実 施 日 1月 15日 (月 )・ 1月 31日 (水 )

実施会場 兵庫県福祉センター・オンライン

参力日人数 40名・140名

テ ー マ 「保育実習と実習指導の現状と課題～事例を中心に～」
講  師 神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
事例発表 宝塚さくら保育園 主任保育士 大山彩先生

認定こども園すみよしこども園 主幹保育教諭 古林綾香先生
認定こども園キッズランドかみ 園長 原しのぶ先生

(17)ひょうご乳幼児教育・保育マイスター養成研修
実施会場 オンライン (1～ 3日 日)/兵庫県福祉センター (4日 目)
参加人数 26名

参 力日費 12,000円
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8月 30日 (水 )
「概要 :マイスターの目的・役割の理解 (講義 )」

兵庫県保育協会 会長 伊達恵一氏
「キャリアアップ研修の内容の理解 1(幼児教育)(講義)」
玉川大学 教授 大豆生田啓友氏
「キャリアアップ研修の内容の理解 2(乳児保育)(講義)」
神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
「キャリアアップ研修の内容の理解 3(マネジメン ト)(講義)」

中村学園大学 教授 那須信樹氏
「まとめ (講義 )」

神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
9月 11日 (月 )

「ファシリテーションの技術 1(講義 。演習 )」
和洋女子大学 教授 矢藤誠慈郎氏
「ファシリテーションの技術 2(講義・演習 )」
中村学園大学 教授 那須信樹氏
「公開保育の役割と重要性 (講義 。演習)」

神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
「まとめ (講義)」

神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
10月 18日 (水 )
「研修講師の責務、機能、方法と技術 (講義 。演習 )」

神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
「方法論 1(講義 。演習 )」
和洋女子大学 教授 矢藤誠慈郎氏
「方法論 2(講義・演習)」
中村学園大学 教授 那須信樹氏
「まとめ (講義)」

神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
1月 10日 (水 )
「模擬講義の実践と省察 1(講義 。演習)」
神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
「模擬講義の実践と省察 2(講義・演習)」
和洋女子大学 教授 矢藤誠慈郎氏
「模擬講義の実践と省察 3(講義・演習)」
神戸大学大学院 教授 北野幸子氏
「まとめ (講義)」

神戸大学大学院 教授 北野幸子氏



2 令和 5年度全保協近畿ブロック保育研究集会
実施会場 神戸ポートピアホテル

実 施 日 7月 12日 (水 )・ 7月 13日 (木 )

参加人数 1019名 (来賓含) 交流会参加人数 323名
参 力日費 10,000円

内  容
7月 12日 オープニングセレモニー/ティンカーベル

開会式 開会宣言 兵庫大会実行委員長 伊達恵一
来賓祝辞 兵庫県 知事 齋藤元彦氏

全国保育協議会 副会長 森田信司氏
全国保育士会  副会長 笠置英恵氏

基調講演 (行政報告)「保育政策について こども家庭庁の役割」
こども家庭庁 教育・保育専門官 馬場耕一郎氏

分科会 全国保育協議会指定の研究テーマに基づき8分科会実施
交流会

7月 13日 記念講演「ヒトの育ちを科学の視′煮で理解する
～ポストコロナ社会に生きる次世代の育ちを考える」

京都大学大学院 教授 明和政子氏
閉会式 次期開催地PR

Ⅲ 保育者の人材確保
1 ほいく―る (保育士・保育所支援センター)の運営
保育士再就職支援コーディネーターを配置し、潜在保育士の就職支援、出張相談

等を実施 した。

(1)保育士等人材紹介事業の実施
保育施設で働きたい人と人材を求める保育施設の登録を行い、就職を斡旋 した。

有効求職者数 179名 、有効求人数 626名 (R6年 3月 末)

就職者数 (総数)150名

(う ち、センターが紹介 した上での就職者数)15名

(2)広報・啓発事業の実施
チラシ・ リーフレットの刷新・配布、ホームページ、メール配信、インター

ネット広告、定期機関紙広告による情報発信等により潜在保育士等に広報、啓

発を行つた。

(3)就職説明会等の開催
① 保育園・幼稚園・認定こども園合同就職フェアの開催
保育の職場への就労を希望する学生や一般求職者の就職活動を支援すると

ともに、保育施設の人材の確保を図ることを目的に次のとお り開催 した。

実施 日 7月 9日 (日 )  実施場所 神戸国際展示場 1号館 3号館
参加人員 192名   出展法人数 160法人  就職者数 1名



② 兵庫県保育協会 保育フェアの開催
保育園や認定こども園への就労を希望する学生。一般求職者の就職活動を支

援 し、人材の確保を図るとともに、興味 。関心のある学生等に対 して保育の魅

力を伝えることを通して将来の保育人材を育成することを目的とし、開催 した。

実施 日 5月 28日 (日 )  実施場所 神戸サンボーホール
参加人員 79名  出展法人数 44法人  就職者数 12名

③ その他就職フェアの開催支援
【阪神地区】

(宝塚市)

実施 日 6月 10日 (土) 実施場所 宝塚市立中央公民館ホール
参加人数 12名

実施 日 8月 5日 (土) 実施場所 宝塚市立中央公民館ホール
参加人数 14名

実施 日 10月  1日 (日 ) 実施場所 宝塚市立中央公民館 203・ 240
参加人数 11名  就職者数 合計 3名

(三田市)

実施 日 6月 24日 (土) 実施場所 三田市まちづくり協働センター
参加人数 46名  就職者数 10名

【東播磨地区】

(明石市)

実施 日 6月 11日 (日 ) 実施場所 明石市民広場 (ア

°ヽ
と
°
オス明石 2F)

参加人数 225名

実施 日 10月 1日 (日 ) 実施場所 明石市民広場 (ア

°ヽ
と
°
オス明石 2F)

参加人数  87名
実施 日 2月 18日 (日 ) 実施場所 明石市民広場 (ハ

°
と
°
オス明石 2F)

参加人数  8名   就職者数 合計 64名
(西脇市)

実施 日 6月 18日 (日 )
参力日人数 14名

実施 日 10月 15日 (日 )

参加人数 13名
(三木市)

実施 日 5月 7日 (日 )
参加人数 5名

実施 日 7月 29日 (土 )
参加人数 8名

実施 日 10月 15日 (日 )

参加人数 0名
(小野市)

実施場所

就職者数

実施場所

就職者数

西脇市茜が丘複合施設 miraie

5名

西脇市茜が丘複合施設 miraie

7名

実施場所 神戸国際会館 大会場

実施場所 三木市市民教育センター

実施場所 三木市文化会館展示室
就職者数 合計 7名



実施 日 6月 11日 (日 )
参加人数 16名

笑施 日 9月 18日 (祝 )
参加人数  9名

うるおい交流館エクラ

4名

うるおい交流館エクラ

4名

実施場所

就職者数

実施場所

就職者数

(力日西市)

実施 日

(加東市)

実施 日

(多可町)

実施 日

(播磨町)

実施 日

6月 24日 (土 )

参加人数  10名

実施場所 加西市民会館コミュニティセンター

就職者数 4名

6月 11日 (日 )

参加人数 23名

実施場所 や しろションピングパークBio
就職者数 1名

7月 2日 (日 )

参加人数 H名

ベルディホール会議室

3名

播磨町内保育施設 (5施設 )

1名

播磨町役場第一庁舎 3FBC会議室

1名

稲美町いきがい創造センター2F

3名

加古川総合保健センターウェアレネーデ

0名

見学バスツアー (北コース①)

見学バスツアー (北コース②)

見学バスツアー (南コース①)

見学バスツアー (南コース②)

合計2名

たつの市青少年館

1名

次の出張本目談を実施した。

実施場所

就職者数

7月 24日 (月 )

参加人数 2名
9月 30日 (土 )

参加人数 7名

実施場所

就職者数

実施場所

就職者数

実施 日

(稲美町)

実施 日 7月 30日 (日 ) 実施場所
参加人数 6名   就職者数

(加古)|1市 )

実施 日 7月 29日 (土) 実施場所
参加人数 44名   就職者数

【西播磨地区】

(たつの市)

実施 日 8月  1日 (火) 実施場所
参力日人数 10名

実施 日 8月 2日 (水) 実施場所
参加人数 11名

実施 日 8月 3日 (木) 実施場所
参加人数 15名

実施 日 8月 4日 (金) 実施場所
参加人数 14名  就職者数

(西播磨地区)

実施 日 9月 16日 (土) 実施場所
参加人数 5名  就職者数

③ 出張本目談等の実施
合同就職フェアにおける相談とともに、



ア 福祉の就職総合フェアにおける「相談コーナー」への参加
第 1回  7月 15日 (土 )・ 神戸市 (神戸国際展示場 2号館 )
第 2回  3月 2日 (土 )・ 神戸市 (神戸国際展示場 3号館 )

イ ハローワーク灘就職フェア
2月 21日 (水 )・ ハローフーク灘

参加人数 28名  就職者数 1名
(5)保育士養成校との情報交換会
① 保育士を志す学生への支援と課題の共有
保育士養成校学生への保育のおしごとや職場環境に対する正しセW晴報提供

実施 日12月 13日 (水) 参加人数 20名 十協会 13名

2 保育体験ボランティア事業の実施
保育士養成校等に在籍する学生をボランティアとして保育施設に受け入れ、実際

の保育施設の雰囲気や内容等を直接知ってもらい、また様々な保育施設を体験す

る機会を提供することにより、就職後のミスマッチを防止し円滑な就労の支援と、

将来の保育人材の育成及び確保につなげることを目的に保育体験ボランティア

事業を実施した。

3 保育人材確保対策貸付事業の実施
保育士の離職防止及び潜在保育士の再就職支援を図るため、保育士資格取得を目

指す保育補助者の雇上に要する経費、離職した保育士が再就職する際の必要とな

る準備金、未就学児に係る保育料の負担及び養成施設の卒業後保育施設等で勤務

する意志がある場合に学費等の支援を行つた。

(1) 保育人材確保対策貸付審査会の開催 (8/22、 11/8、 2/5)
(2) 貸付決定件数
・保育補助者雇上貸付 10件
・未就学児をもつ保育士に対する保育料の一部貸付 143件
・就職準備金貸付 124件
・修学資金貸付  35件
。預かり支援貸付  2件

Ⅳ 保育事業に関する調査研究事業
保育の質を担保 しながら適切に園を運営していくためには、職員の定着と育成が欠

かせないことから、職員が働きやすい環境の取り組みを共有することを目的に「職員定

着への取 り組みに関するアンケー ト」を実施する。令和 5年度・6年度に渡 り調査を行

い、令和 6年度末に調査結果を広く周知する。

V 委員会 田部会の開催
事業執行のため各委員会・各部会を次のとおり開催 した。



(1)部会長・委員長会
(2)研修委員会
(3)啓発広報委員会
(4)調査研究委員会
(5)民間施設部会
(6)認定こども園部会
(7)青年保育者部会
(8)保育士部会
(9)制度検討作業部会

2[司  (1//18、  2//8)

3回 (5/26、 6/29、 10/26)

3tヨ  (6/29、 9/7、  1/19)
2[コ  (7/25、 1/24)

3回 (5/31、 ■/7、 3/12)

3回 (4/4、 8/29、 2/19)

6回 (4/4、 5/17、 6/22、 6/30、 8/25、 1/18)

1回 (9/19)

1回 (6/23)

Ⅵ その他事業等 (相互扶助等事業)
1 保育事業に関する連絡調整事業
(1)地区・支都との交流促進
6地区 28支部における活動と交流の促進を行つた。

① 公立施設部会支部代表者会   2回 (5/2、 7/26)
② 民間施設部会支部代表者会   1回 (5/9)
③ 保育士部会支部代表者会    1回 (5/12)
④ 認定こども園部会総会     1回 (4/24)
⑤ 青年保育者部会総会      2回 (4/28、 5/25)

(2)上部団体、行政及び関係団体との連携
協会の円滑な運営と保育事業に関する情報の収集、連絡等のために役員が諸会議に

出席 した。

① 全国保育協議会・全国保育士会

4月 20日 近畿ブロック正副会長会議

4月 20日

5月 25日

5月 26日

6月 27日

7月 12日

近畿ブロックイ呆育士会会長会議

全国保育士会委員総会

協議員総会

近畿ブロック正副会長会議

近畿ブロック保育研究集会

伊達 。高谷 。三倉・高橋 。

常務

高橋

高橋

伊達

伊達

発題 :認定こども園いくさと

認定こども園ふたば

伊達・高谷・三倉 。烏谷

佐藤 。高橋 。常務

鶯谷

佐藤

伊達

高橋

高橋

7月 13日 近畿ブロック正副会長会

8月 7日  全国保育士会・食育推進研修会
8月 16日 公立保育所等懇談会
9月 20日 認定こども園特別委員会
10月 18日 全国保育士会委員連絡会議

10月 19日 全国保育士会研究大会



11月 15日 全国保育組織正副会長等会議    伊達 。高谷 。三倉 。高橋
11月 17日 全国保育研究大会         発題 :認定こども園いくさと

認定こども園ふたば

11月 25日 近畿ブロック保育士会リーダーセミナー 高橋
近畿ブロック保育士会会長会議

12月 18日 近畿ブロック正副会長会議     伊達 。高谷 。三倉・烏谷
常務

2月 14日 全国保育士会正副会長セミナー
2月 15日 全国イ呆育士会委員総会
2月 16日 協議員総会
② 日本保育協会

6月 8日  近畿ブロック役員会
8月 1日  近畿ブロック支部長・女性部長会

近畿ブロック女性部研修会

伊達

伊達 。三倉・烏谷

10月 23日 創立 60周年記念保育を高める全国研惨大会 伊達
1月 29日 近畿ブロック役員会        伊達・高谷 。三倉・烏谷
③ 全国私立保育連盟

4月 24日 事務局長会議           常務

4月 28日 近畿ブロック代表者会・予算対策委員会 伊達。高谷 。三倉・清水谷
6月 8日  予算対策委員会          高谷 。清水谷

6月 14日 全国私立保育研究大会       発題 :城崎こども園
6月 21日 代表者会             伊達・高谷

6月 22日 定期総会 。理事会         伊達・高谷

8月 24日  全国調査部長会議         西本
9月 27日 近畿ブロック代表者会       伊達 。高谷 。三倉・烏谷
10月 24日 予算対策委員会          伊達 。高谷・清水谷

11月 6日  全国事業部会長会議        伊達 。三倉
2月 5日  研修部長会議           中村

2月 21日 近畿ブロック役員研修会      伊達・高谷 。三倉・鶯谷
3月 7日  代表者会             伊達

④ 兵庫県

6月 28日 兵庫県子ども子育て会議      高谷
7月 31日 兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会里親部会 伊達
7月 31日 兵庫県社会福祉審議会小委員会   烏谷
8月 29日 兵庫県認定こども園審議会     伊達
8月 31日 兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会保育所部会 伊達
9月 5日  兵庫県認定こども園審議会     伊達
10月 13日 兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会里親部会 伊達
11月 1日  兵庫県社会福祉審議会小委員会   烏谷

藤

橋

橋

達

佐

高

高

伊



11月 7日

11月 24日

12月 11日

12月 15日

1月 16日

3月 8日

3月 21日

3月 26日

3月 28日

⑤その他

4月 18日

7月 3日

9月 12日

兵庫県子ども子育て会議

兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会

兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会

兵庫県社会福祉審議会小委員会

兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会里親部会

兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会

兵庫県社会福祉審議会児童福祉専門分科会里親部会

兵庫県子ども子育て会議

兵庫県社会福祉審議会総会

烏谷

伊達

伊達

伊達

伊達

伊達

伊達

伊達

烏谷

兵庫県内認定こども園関係団体代表者会 伊達 。高谷 。三倉・常務
第 1回兵庫県保育士等キャリアアップ研修検討会 伊達。三倉・常務
兵庫県内認定こども園関係団体代表者会 伊達 。高谷・三倉・烏谷

常務・冨田

11月 28日 兵庫県内認定こども園関係団体代表者会 伊達 。高谷 。三倉 。常務
冨田

その他、兵庫県福祉関係団体の会議等へ出席し連携に努めた。

(3)兵庫県等への提言及び要望活動の展開
保育制度のあり方や保育施設の機能の充実、強化に向け、兵庫県、兵庫県議会に提

言、要望活動等を行つた。

5月 19日 第 1回予算対策協議会
7月 5日  第 2回予算対策協議会
7月 31日 兵庫県知事に「令和 6年度兵庫県予算編成に対する要望書」提出
8月 25日 兵庫県社会福祉協議会 兵庫県の社会福祉政策への提言説明会
9月 7日  自由民主党との意見交換会
9月 25日 社会福祉議員連盟役員との銀育懇談会
2月 13日 第 3回予算対策協議会 (県より令和 6年度兵庫県予算編成に対する要

望の回答 )

2月 14日 兵庫県社会福社協議会 兵庫県の社会福祉政策への提言回答会
3月 18日 自由民主党との令和 6年度兵庫県の予算編成要望に姑する回答と意

見交換会

Ⅶ 組織運営に関すること
1 諸会議の開催
諸会議を開催 し、法人組織の適正な運営に努めた。

・定 時 総 会  1回 (5/29)
。理 事 会  7回 (5/10、 5/29、 6/23、 8/31、 10/11、 12/19、 3/5)
・監 査 会  2回 (4/21、 10/■ )



・正 副会長会  6回 (4/26、 6/19、 8/21、 9/25、 12/8、 2/26)
2 兵庫県保育関係予算に関する行政等説明会
会員施設を対象に令和 6年度イ呆育関係予算等に関する説明会を実施した。

実 施 日 3月 19日 (火 )
実施場所 兵庫県福祉センター
参加人数  45名
内  容
・令和 6年度兵庫県保育関係予算の行政説明
。令和 5年度兵庫県保育協会補正予算の報告
・令和 6年度兵庫県保育協会事業計画及び予算の報告

「今後の保育施策について」

元厚生労働省児童家庭局長 社会福祉法人日本保育協会 顧問
神奈川県立保健福祉大学 理事長 大谷泰夫氏

3 法律相談事業の実施
専任弁護士を設置 し、会員施設での トラブル等法律問題に対処する相談事業を実施 し

た。

4 会員施設の運営に必要とされる製品等の紹介
保険や保育環境機材、衛生関連用品等を会員施設に紹介した。

5 ホームページの管理・運用
協会活動の情報を会員専用ページで発信 した。また、より情報が探 しやすいよう構

成やデザインをリニューアルし内容の充実に努めた。

6 その他関係機関との連絡調整
保育に関連する後援名義の使用承認、関係チラシ等の配布を行つた。

会
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<参考> 総会 。理事会の審議及び報告項目
【定時総会】

【理事会】

開催日 審議・協議事項

第 63回

5月 29日 (月 )

審議事項

報告事項

第 1号議案 令和 4年度収支決算の承認を求める件
第 2号議案 理事及び監事の選任を求める件
令和 4年度事業報告の件

令和 4年度補正予算の件

令和 5年度事業計画の件

令和 5年度収支予算の件

開催日 審議・協議事項

第 250回

5月 10日 (月 )

審議事項

協議事項

令和 4年度事業報告 (案)について

令和 4年度収支決算 (案)について

第 63回定時総会の招集について

正会員の入会について

正会員の休会申し出に係る対応について

令和 5年度兵庫県保育大会について

役員選出規程の見直しについて

第 251回

5月 29日 (月 )

審議事項 会長の選定について

副会長、常務理事及び財務担当理事の選定について

各委員会委員長の承認について

第 252回

6月 23日  O銭 )

審議事項

協議事項

賛助会員の入会について

正会員の入会について

青年保育者部会会則の改正について

令和 6年度兵庫県予算編成に対する要望について

賛助会員の休会申し出に係る対応について

令和 5年度兵庫県保育協会役員等が就く職について

第 253回

8月 31日 (シト)

審議事項

協議事項

賛助会員の入会について

正会員の入会について

青年保育者部会会則の改正について

保育人材確保対策貸付事業実施要綱等の改正について

賛助会員の休会申し出に係る対応について

調査研究委員によるアンケー ト調査の実施について

保育士・保育所支援センター運営委員会について

第 254回

10月 ■ 日 (水 )

報告事項 賛助会員の退会について

近畿ブロック保育研究集会収支見込について

令和 5年度キャリアアップ研修等について

トライやるウィーク資料 「新・先生宣言」について

令和 5年度保育大会の参加状況について



ほいく―るに係る事業等実施状況について

保育所等における子ども食堂等の地域づくりに資する取組の実施

等について

第 255回

12月 19日 (火 )

審議事項

協議事項

正会員の入会について

近畿ブロック保育研究集会収支決算書について

令和 6年度事業実施方策の策定について

発題等地区当番害J当表について

第 256回

3月 5日 (木 )

審議事項

協議事項

令和 5年度収支補正予算 (案)について

令和 6年度事業計画 (案)について

令和 6年度収支予算 (案)について

正会員の体会申し出に係る対応について

社会福祉人材研修センター令和 6年度福祉従事者新任職員研修の

実践発表について

園職員の定着についてのアンケー トについて

【正会員・入退会状況】

・正会員 528施設/公立…lo9施設 (へき地 1)、 私立…414施設 (令和 6年 3月 31日 現在)

入会 大東保育所

七松保育園

あかつきの森こども園

あかるい森保育園

伊丹クレセール保育園

武庫之荘メルシー保育園

塚ロオリーブ保育園

memorytree明石保育園

休会 駅前かしの木保育園

退会 高橋認定こども園 (閉園の為)

【賛助会員・入退会状況】

・賛助会員 養成校 23校、事業所 41社 (令和 6年 3月 31日 現在)
入会 リブランカ

株式会社エコテック

日本テクノ株式会社

休会 ・ 姫路福祉保育専門学校
退会 株式会社ジェイシーアール

株式会社アプロ


